
  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 
 

思い 
 
人のために尽くせる自分であ
りたい。人を笑顔にする仕事に
就きたい。そんな夢や目標を胸
に，今を頑張る。 

みんな輝く 
 
準備期間からリハーサルまで，
すべてがスムーズに進んだわけ
ではないだろう。表役だろうと
裏方役だろうと，誰もが自分の
役割を精一杯果たし，全員で力
を合わせたからこそ，みんなが
輝いたのだ。 

３年生の誇り 
 
共に学び，共に成長してきた仲
間たちと最高の合唱を創る。こ
れが３年生の力。これが最上級
生の誇り。 

校歌斉唱 
 
なかなか歌うことができなかっ
た校歌。合唱コンクールでは，
みんなで歌うことができまし
た。それだけで胸が一杯！ 
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《重点目標》公の場で通用する人になる 
 

✿ 自主性：自ら挑戦する，自ら行動を起こす。 
✿ 寛容性：仲間の考えに耳を傾け，思いやる。 
✿ 自律性：誠実な心の声にしたがって行動する。 

▸ 発行日：令和４(2022)年 11 月７日  ▸ 発行者（文責）: 校長 西村 茂樹 

コスモスの花が風
に揺れる秋真っ盛 
りの 10/21(金)， 
「文化発表会」の 
会場は，大きな「感 
動」に包まれました。 

 
チームでステージを創り上げ

る喜び。若い中学生の感性。演劇
や音楽のもつ力で，真剣に，素直
に，精一杯に伝えてくれた数々の
メッセージは，見ている者の心を
「強く優しく」震わせました。特
に，３年生の演劇は圧巻でした！
ご参観くださった保護者からは
「感動して涙が出ました」「演技
力がすごい」「引き込まれました」
との感想。上半期の教育活動のま
とめの１つとして，発表会が無事
に公開できましたことを，有り難
く思っております。 

 
早朝から受付等のお手伝いを

いただきました PTA 役員の皆様
をはじめ，様々な制約の中でご観
覧くださった来賓・保護者の方々
に，厚くお礼申し上げます。有り
難うございました。 

令和 4年度 
スローガン 

 

「やまなみ賞」受賞 
おめでとう！ 



 

 

 

  

 

  

08 日㈫ 東部教･市教委からの学校訪問 
09 日㈬ 全校集会，交通安全教室２回目 
10 日㈭ フッ化物洗口 

いじめ･いのちを考える日 
11 日㈮ 2 年生「読み聞かせ」 
     1 年生「アウトリーチ訪問演奏会」 
12 日㈪ 3 年生「進路説明会」 
16 日㈬ 3 年生「後期・中間テスト①」 
17 日㈭ 3 年生「後期・中間テスト②」 

1･2 年生「後期・中間テスト①」 
18 日㈮ 3 年生「後期・中間テスト③」 

1･2 年生「後期中間テスト②」 
薬物乱用教室 

20 日㈰ 県下一斉部活動休養日 
22 日㈫ なかよし交流会 
23 日㈬ 祝 勤労感謝の日 
24 日㈭ フッ化物洗口 
     1 年生「性に関する予防講演会」 
25 日㈮ 3 年生「読み聞かせ」 
     三者面談・二者面談開始 
30 日㈬ 1･2 年生「佐賀県学習状況調査」 
     ３年生「学力診断テスト」 
 
※変更することがあります。ご了承ください。 

ボランティア ☺ 
 
学校のすぐ側を流れる雨子川。
田代外町地区主催のその清掃活
動に，男子バスケットボール部
員が参加してくれました。 

夢に向かって目標をもち， 
チャレンジする生徒の育成 

令和４年度  
 

学校教育目標 

３年生保護者の皆様へ（お礼） 

 10/31～11/2 の「修学旅行」を無事に終える

ことができました。発熱などの体調不良者が出

てしまうことを想定しておかねばならない旅で

したが，生徒たちは元気に 3 日間を過ごし，旅 

の目的を立派に果たしてくれました。これまでのご理解とご協力に，

深く感謝申し上げます。 ※次号「学校だより」で特集します。 

10/13㈭，校区内にお住まいの女性の方
から，学校に次のような内容のお電話を 
いただきました。 

10 月の若葉地区「民生委員会」では，下校中に倒れた
小学生を介抱してくれた中学生がいたことを教えていた
だきました。日頃は，どちらかというと交通マナーなどで 

お叱りのお電話をい
ただくことが多いの
ですが，優しく親切な
生徒たちがこうして
育ってくれているこ
とを，何より嬉しく思
っています。 

 先日夕方，自転車での買いもの帰り，風にあおられて
倒れてしまいました。買いものした品もカゴからこぼれ
しまい困っていたところ，学校帰りに通りかかった男子
中学生 5～6 人が「大丈夫ですか？」と声を掛けてくれ
て自転車を起こし，こぼれた品を袋に入れてくれました。
風のせいで倒れてしまったのに，「僕たちのせいじゃない
ですか？」と気を遣ってくれたり，とても親切にしてい
ただいたりして嬉しかったです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大きなモザイクアート作品。 
それは，一人一人が地道にコツコツと作り上げた小さなパーツの集まり。 
その小さなパーツからは，決して全体像（絵）は見えてこない。 
けれど，小さな力が合わさっていくと「すごいこと」になっていく。 
モザイクアートの醍醐味を味わうこと。それは，子供たちが将来，チームで大
きな仕事をしていくための「模擬体験」でもあるのだと感じています。 
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結集の力 


